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BIMによる設計とは
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BIM（Building Information modeling）ソフトを用いた設計では
柱、梁、建具、設備機器といったオブジェクトから構成される３次元モデルをコン
ピューター上で作成し、この３次元モデルを水平方向や垂直方向で切り出すことで、
平面図、立面図、断面図といった図面を作成します。
そして、BIMモデルを構成するオブジェクトに対して、名称や記号、性能種別などの
情報を持たせることができます。

「BIM図面審査制度説明会」(R7.7)資料より抜粋

防火区画図

立面図

断面図



オブジェクト（部材等）は情報を持つことができる
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オブジェクトには、様々な情報を持たせる
ことができます。

モデルの利用段階・用途に応じた
「情報の取捨選択」が重要です。

※図解のため、壁など
を取り払ったモデル

機器の持つ情報（例）
空調、照明、配電盤、
衛生器具など

・位置、形状
・重さ
・コスト
・仕様（省エネ性能など）

部材の持つ情報（例）
柱、梁、壁、天井、建具
など

・位置、形状
・仕上げ
・コスト
・仕様（防火性能など）
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建築生産の各段階で必要な情報が異なる

情報の種類 基本計画 基本設計 実施設計 施工段階 維持管理
「位置」

主なもの
のみ設定 ほぼ確定 全て確定

実際に確定 実際の位置

「形状」 実際の製品等
により確定

実際の形状

「仕様・性能」 実際の仕様

「コスト」 概算用のコスト 積算用の
コスト

実際の製品等
の調達コスト 維持管理コスト

オブジェクト単位で見た、建築に関する情報の「特性」「定まり方」

情報レベル 粗 密 確定（実在）

「事務所ビル」の例

「設計」意図を 「施工」で実現
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BIMオブジェクト標準とは何か
• BIMによる設計、施工、維持管理を念頭に
• 「標準的」と考えられる情報の項目と、情報の内容※を
• オブジェクトごとに、一覧で整理したもの
（他データと連携のため各項目に「ID」を付与）

【片開きドア】

標準的な
項目

標準的な
内容

ＩＤ

・どの段階で
使う情報か

・オブジェクト
が持つべき
情報か

など

「BIMオブジェクト標準」の構成例

※BIMオブジェクトに
持たせるのは、情報
の一部

【引違い窓】
【貫流ボイラー】



「標準化」のメリット（プロジェクトでの利用①）
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BLCJ標準

A社

B社

C社

準拠

メリット１：
設計者、施工者による
「比較検討」が容易になる。

ＢＬＣＪ標準が
普及すると
（各社の協力が
得られると）

各社の製品情報に
関して
「項目」と「記載」
の横並びが図られる

メリット２：
情報の「受け渡し」が容易
になる。
①分野間
（設計と施工、設計と積算など）
②ソフト間
③企業間 など

A社
BIMサンプル
データ

B社
BIMサンプル
データ

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型
空調機
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「標準化」のメリット（プロジェクトでの利用②）

各オブジェクトの
各項目が「ＩＤ」
を持つことで

設計者、メーカーによって
「表記の違い」があっても、
「同一の情報」であることが
分かる。
※下図の例では、「幅」と
「高さ」がそれぞれ「C001」
と「C014」の共通IDを持っている

ＢＬＣＪ標準

準拠 準拠

「引き違い窓」におけるID活用の例

前スライドと同様
「比較検討」や
「情報受け渡し」
が容易になる。

識別ＩＤ
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「標準化」のメリット（デジタル社会への寄与）

建築物データの「標準化」
・項目、内容の「横並び」
・識別ＩＤの付与

データの蓄積が
進めば
その分析が、
都市問題などの
課題解決に繋がる

コンピューターによる
・「蓄積」「判読」
・「分析」が容易に

データ

データ

データ

データ



BLCJ標準の検討経緯
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2015 年４月 (一財)建築保全センターが(一財)建設業振興基金から
Stem、BE-Bridge 等※を承継

※Stem、BE-Bridgeは、設計、施工、資器材製造、CADソフトなどに関する企業等から

構成するC-CADEC（設計製造情報化評議会）によって開発された標準仕様
Stem：設備機器ライブラリー標準 BE-Bridge：部材属性を伴ったCADデータ交換仕様

2015 年10 月 BIMライブラリーコンソーシアム（BLC）設立

 ※BLCは、BIMライブラリ構築を目的に設立された設計、施工、資器材製造、BIMソフト
などに関する企業、団体等から構成する任意団体

BLC-BIMオブジェクト標準Ver.1.0公開（2018 年10 月）

2019 年 8 月 BIMライブラリ技術研究組合（BLCJ）設立
  

※BLCJは、BLCを前身として設立された「技術研究組合法」に基づく団体

BLCJ BIMオブジェクト標準Ver.2.0 公開（2023 年 12月 ）
BLCJ BIMオブジェクト標準Ver.2.1 公開（2026 年 ２月 ）

上記の経緯からＢＬＣＪ標準は、BIMオブジェクトの
ライブラリ構築を念頭に作成されている。



ＢＬＣＪ標準の概要
• BLCJ組合員からの賦課金と、官民研究開発投資拡大プログラム
（PRISM）予算による、７年間の調査研究の成果

• 学識者、BIM設計の実務者からなる部会、ワーキンググループを設置し、機
器メーカー、BIMソフトウェアベンダー等の協力の下で検討

• 既に利用されていたStem等やCI-NETコード※をベースとすることで、それまで
との連続性に配慮（設備分野）
※ C-CADEC（設計製造情報化評議会）が開発した元請け業者と下請け業者の間
の取引に使用されることを目的に開発された分類コード

• 日本独自のデータ交換形式である ST-Bridgeをベースにすることで、国内で
の利用に配慮（構造分野）

• 海外標準（英国NBS標準等）や海外の分類体系（Uniclass、OmniClass）
と連携することで、国際化に配慮
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ＢＬＣＪ標準で対象とする情報（１）
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【建築物の規模・用途】
延べ面積 10,000 ㎡程度以下の事務所・庁舎で通常使用される部材・機器の情報

【 建設プロセスの段階】
建築は「基本計画から実施設計」の情報、設備は「基本設計から引渡し」の情報

設計
（S1～S4）

施工、引渡し
（S5～S6）

維持管理
（S7）

設備（機器等）
建築（ドア、窓等）

「設計」意図を 「施工」で実現



2026/2/27 ライブラリ技術研究組合©2026 BLCJ BIM 12

ＢＬＣＪ標準で対象とする情報（２）

【対象とする部位・品目】
延べ面積 10,000 ㎡程度以下の事務所・庁舎で通常使用される部材・機器のうち
工事発注の際の予定価格（建物コスト）算出に必要なもの（＋α）

※「＋α」は、複数プロセス（段階）や複数者に関係するなど標準化の効果が高いもの

対象とする部位・品目
意匠 窓、ドア、シャッター、トイレ(意匠関連) 空間

構造 S造の柱、梁、RC造の柱、梁、基礎、壁、床、場所打ち杭、既成杭、 
ベースプレート、免振装置、構造スリット、SRC柱

電気設備 照明器具、高低圧配電盤、発電装置、盤類、防災器具、太陽光発電装置

機械設備
ボイラー､冷凍機､冷却塔､ポンプ､送風機､空気調和機､全熱交換器､
排煙機、給湯機、衛生器具､受水タンク、消火設備、バルブ、ダンパー、  
制気口、計器類

その他 エレベーター



ＢＬＣＪ標準の構成（１）：建築意匠
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【「窓」の例】

基本情報

建具共通の情報

窓固有の情報

WEB管理情報

企業名、分類コードなど

建具種類、屋内外の別など

窓枠、窓障子、金物など

バージョン情報など

情報の
タイプ

文字／コード
／長さ など

利用場面
基本計画（S1）～
実施設計（S4）の
どの段階で使うか



ＢＬＣＪ標準の構成（２）：構造
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【「既成杭」の例】

既成杭共通の情報

PHC杭固有の情報

ST杭固有の情報

工法分類、工法名など

メーカー名、製品型番など

メーカー名、製品型番など

情報の
タイプ

文字列／数値
など

各項目を
識別する
ＩＤ



ＢＬＣＪ標準の構成（３）：設備
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【「ボイラー」の例】

企業名、分類コードなど

設計値、一般仕様（外形等）
能力仕様、消費エネルギー
など

各項目を
識別する
ＩＤ

利用ステージ
基本設計（S2）～
引き渡し（S6）の
どの段階で使うか

Revitユーザー
向けの項目

機器管理情報

「英国NBS標準」への対応項目

設計値、機器仕様情報

「米国の施設管理向け標準」
への対応項目

情報の
タイプ

文字／コード
／数字 など
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■ 主な見直し・拡充のポイント

意
匠

・「トイレ（意匠関連）」に、設計初期段階のメーカーとの調整に必要な項目
を追加
・建物ライフサイクルマネジメントを視野に「空間オブジェクト」の属性項目リストと
解説書を新たに作成

構
造 「免震装置」、「構造スリット」、「SRC柱」の属性項目リストを新たに作成

設
備

・項目ごとに設定している優先順位の見直し 
（必須「◎」、推奨「●」、任意「〇」の三段階）
（建築確認申請に必要な項目を「必須」に追加するなど）
・配電盤等、照明器具など電気関連の属性情報を拡充（ISO等との整合）

・オブジェクトデータの設備BIMソフトへのインポートを念頭においた調整
・付帯的な情報を各メーカーが独自に入力できるよう汎用パラメーターを用意
し、その入力ルールを共通化（拡張性の確保）

標準Ver.2.0から標準Ver.2.1へ



建築BIM推進会議（標準化TF）の動き（１）
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〇国土交通省が設置した「建築BIM推進会議」の下に、
暫定的な検討組織として「標準化TF（タスクフォース）」が置かれている

〇同タスクフォースの目的は、
「データ入力ルール等の整備（データの標準化）とデータの受け渡しルール
等の共通化を進めることで、設計・施工・維持管理等プレーヤー間での
BIMデータの横断的活用を（以下略）」進めることとされている。

標準化TF作成の資料より引用

検討に当たってのスコープ
（視野、範囲）
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〇タスクフォースの昨年度の検討成果として
「標準属性項目リスト」が公表されている。

・設計（及び概算）での利用を想定したもの
・BLCJ標準を参照しているため、共通する項目も多い

〇右の模式図に示すように
同リストとBLCJ標準の違いは

BIMライブラリの整備を念頭に
「BIMソフトウェアへの組込み易さ」を
考慮しているか否かである。

建築BIM推進会議（標準化TF）の動き（２）

BLCJと標準化TFの
「活動範囲」の比較
（イメージ）

BIMデータの
活用方策検討

（データ受渡しルールなど）

BIMライブラリの
整備

BIMデータの標準化

標準化TFの活動

標準属性項目リスト

BLCJの活動

BLCJ標準



ＢＬＣＪ標準の活用状況
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【建築・設備共通】
・標準化ＴＦにおける「標準属性項目リスト」は、ＢＬＣＪ標準
を参照して作成されている。

【設備分野】
・メーカー等がBLCJ標準（Ver.2.0）に準拠して自社製品のサンプル
データを作成すれば、Revitや設備専用BIMソフトウェアにデー
タを読み込むことが可能となっている。

（今後Ver.2.1に対応する見込み）
※Revit、Rebro、CADWe’ll/Linx、CADEWA Smart、FILDER CeeD

・既に機器メーカーの一部では、BLCJ標準に準拠したサンプル
データの作成・提供が行われている。



ＢＬＣＪ標準へのアクセス
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〇ＢＬＣＪ標準は、現在BLCJのホームページで公開している。

〇同ホームページは、BLCJ解散後３年間は維持する方針であり、
当面（３年間）は同ホームページからアクセスが可能である。

〇BIMオブジェクト標準を継続的に維持・管理する組織をどうするか
については、関係者による議論が進められている。

（現時点では定まっていない。）



結び
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〇建築物の生産、維持管理、運用など、様々な場面で、今後ますます

生産性向上が求められていくと考えられます。

〇そのため、「情報の受け渡し」の円滑化が一層必要になっていきます。

〇「BIMオブジェクト標準」の普及・活用は、その一助となるものです。

〇標準の普及には、関係団体、企業の理解・連携が欠かせません。

本日の説明会が、標準の普及促進の契機になれば幸いです。
ご清聴ありがとうございました。
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